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放
送
大
学
で
は
、
次
の
日
程
で

２
０
２
４
年
10
月
入
学
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

《
出
願
期
間
》

・
第
１
回
募
集
：
６
月
10
日
～
８
月
31
日

・
第
２
回
募
集
：
９
月
１
日
～
９
月
10
日

《
放
送
大
学
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
自
分
に
合
っ
た
ス
タ
イ
ル
で
学
べ
ま

す
：
放
送
授
業
は
Ｂ
Ｓ
放
送
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
視
聴
で
き
、
ま
た
、

パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が

あ
れ
ば
学
習
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

も
あ
り
ま
す
。
講
師
か
ら
直
接
学
ぶ

「
面
接
授
業
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）」
も
多

数
開
講
さ
れ
、
全
国
57
か
所
に
あ
る
学

習
セ
ン
タ
ー
・
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

等
で
他
の
学
生
と
一
緒
に
受
講
で
き
ま

放

送

大

学

入

学

生

募

集

す
。
そ
の
他
、
サ
ー
ク
ル
活
動
や
学
生

同
士
の
交
流
も
で
き
ま
す
。

②
目
的
に
合
わ
せ
て
在
学
期
間
や
科
目

を
選
択
で
き
ま
す
：
興
味
の
あ
る
分
野

か
ら
特
定
の
１
科
目
の
み
、
１
科
目
か

ら
学
べ
ま
す
。
ま
た
、
所
定
の
期
間
在

学
し
、
か
つ
所
定
の
単
位
を
修
得
し
卒

業
す
る
と
「
学
士
（
教
養
）」
の
学
位

が
取
得
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
大
学
院

で
「
修
士
」「
博
士
」
の
学
位
取
得
も

目
指
せ
ま
す
。

③
学
費
を
抑
え
て
学
べ
ま
す
：
入
学
料

は
７
，０
０
０
円
か
ら
、
授
業
料
は
１

単
位
６
，０
０
０
円
。
入
学
料
と
受
講

し
た
い
科
目
数
だ
け
授
業
料
を
納
め
れ

ば
よ
い
の
で
、
無
駄
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
半
年
ご
と
に
受
講
す
る
科
目
の

授
業
料
だ
け
を
払
う
仕
組
み
も
魅
力
の

一
つ
で
す
。

◆
資
料
請
求
・
詳
細
◆

・
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.ouj.ac.jp

・
放
送
大
学
北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

札
幌
市
北
区
北
17
条
西
８
丁
目
（
北
海

道
大
学
構
内
）

☎
０
１
１
（
７
３
６
）
６
３
１
８

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
国
税
局
や
税
務

署
に
お
い
て
、
税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

と
し
て
活
躍
す
る
税
務
職
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
度
の
採
用
試
験
の
概
要

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

《
受
験
資
格
》

⑴
令
和
６
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
卒

見
込
み
の
者
及
び
高
卒
後
３
年
を
経
過

し
て
い
な
い
者

⑵
令
和
７
年
３
月
ま
で
に
高
等
学
校
又

は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者

《
申
込
受
付
期
間
》
令
和
６
年
６
月
14

日
（
金
）
９
時
～
26
日
（
水
）

《
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス
》https://

w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/juken.

htm
l

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
が
で
き
な

い
場
合
は
、
受
験
を
希
望
す
る
第
１
次

試
験
地
を
管
轄
す
る
国
税
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
第
１
次
試
験
【
基
礎
能
力
試
験
、
適

性
試
験
、
作
文
試
験
】》
令
和
６
年
９

税
務
職
員
募
集

月
１
日
（
日
）

《
第
１
次
試
験
合
格
者
発
表
》
令
和
６

年
10
月
３
日
（
木
）

《
第
２
次
試
験
【
人
物
試
験
、
身
体
検

査
】》
令
和
６
年
10
月
９
日
（
水
）
～

18
日
（
金
）
の
う
ち
指
定
す
る
日

《
最
終
合
格
者
発
表
日
》
令
和
６
年
11

月
12
日
（
火
）

　

ご
不
明
な
点
は
、
札
幌
国
税
局
人
事

第
２
課
採
用
担
当
☎
０
１
１（
２
３
１
）

５
０
１
１ 

（
内
線
２
３
１
５
）
又
は
最

寄
り
の
税
務
署
（
総
務
課
）
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

■
一
般
曹
候
補
生

《
資
格
》
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予

定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
32
歳
以

下
の
者

《
受
付
期
間
》令
和
６
年
７
月
１
日（
月
）

～
９
月
３
日
（
火
）

《
試
験
期
日
》
第
１
次
試
験
：
令
和
６

年
９
月
18
日
（
水
）

《
試
験
会
場
》
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

■
自
衛
官
候
補
生

《
資
格
》
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予

定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳
以
上
32
歳
以

下
の
者

自

衛

官

採

用

試
験
の
ご
案
内

《
受
付
期
間
》

・
７
月
：
開
始
中
～
６
月
27
日
（
木
）

・
８
月
：
６
月
28
日（
金
）～
８
月
８
日（
木
）

・
９
月
：
８
月
９
日（
金
）～
９
月
３
日（
火
）

《
試
験
期
日
》

・
７
月
：
７
月
７
日（
日
）ま
た
は
８
日（
月
）

・
８
月
：
８
月
25
日（
日
）ま
た
は
26
日（
月
）

・
９
月
：
９
月
24
日
（
火
）

《
試
験
会
場
》
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
稚
内
地
域

事
務
所

〒
０
９
７-

０
０
０
１

稚
内
市
末
広
５
丁
目
６
番
１
号　

稚
内

地
方
合
同
庁
舎
５
階

☎
０
１
６
２
（
３
３
）
１
２
２
７
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６

月

１

日

は

電
波
の
日
で
す

　
総
務
省
で
は
、
６
月
１
日
を
「
電
波
の

日
」
と
定
め
、
６
月
10
日
ま
で
の
「
電
波

利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
に

電
波
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
周
知
・
啓

発
活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
不
法
電
波
は
、
携
帯
電
話
や
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
に
障
害
を
与
え
る
な
ど
、
日
常
生

活
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け
で
な
く
、
警

察
・
消
防
・
救
急
・
防
災
・
交
通
な
ど
、

人
命
に
か
か
わ
る
重
要
な
無
線
通
信
を
妨

害
し
て
、私
た
ち
の
生
活
を
脅
か
し
ま
す
。

　
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
販
売
し

て
い
る
外
国
規
格
の
無
線
機
は
、
電
波
法

の
基
準
を
満
足
し
な
い
た
め
、
国
内
で
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
使
用
す
る
と
、
テ
レ

ビ
や
重
要
な
無
線
通
信
に
妨
害
を
与
え
る

お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
無
線
機
を
購
入
の

際
に
は
必
ず
「
技
術
基
準
適
合
証
明
等
の

マ
ー
ク
」
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局
で
は
電
波

の
使
わ
れ
方
を
監
視
し
、
適
正
な
電
波
環

境
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

総
務
省
北
海
道
総
合
通
信
局

☎
０
１
１
（
７
３
７
）
０
０
９
９

※
受
付
時
間
：
平
日
８
時
30
分
～
12
時
、

13
時
～
17
時

　

国
内
で
就
労
し
て
い
る
外
国
人
は
多

数
お
り
ま
す
が
、
そ
の
就
労
状
況
を
み

る
と
、
社
会
保
険
等
の
未
加
入
や
適
正

な
労
働
条
件
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
等

の
問
題
が
散
見
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
外
国

人
を
雇
い
入
れ
る
際
は
、
次
の
３
点
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
就
労
が
認
め
ら
れ
る
在
留
資
格
で
あ

る
こ
と
。

②
雇
入
れ
・
離
職
の
際
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
出
を
行
う
こ

と
。

③
労
働
保
険
・
社
会
保
険
等
の
加
入
を

は
じ
め
、
適
正
な
雇
用
管
理
を
行
う
こ

と
。

　

な
お
、
厚
生
労
働
省
で
は
労
働
施
策

総
合
推
進
法
に
基
づ
く
、
外
国
人
労
働

者
の
適
正
な
雇
用
管
理
の
た
め
の
指
針

を
定
め
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
い
た

だ
き
、
外
国
人
を
雇
用
す
る
際
は
ル
ー

ル
を
守
っ
て
適
正
に
雇
用
す
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

稚
内
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
１
６
２
（
７
３
）
０
７
７
７

６
月
は
外
国
人
雇
用
者

啓
発
月
間
で
す

　夏は低気圧や前線、太平洋高気圧の縁辺を回る湿潤
な気流の影響などで、しばしば大雨に見舞われる季節
です。特に、上川・留萌地方に停滞前線が居座るときは、
長期間にわたって強雨が続き、重大な災害が発生する
可能性が高まってきます。旭川地方気象台では、大雨
現象の的確な予測をはじめ、適時適切な警報発表や状
況に即した気象解説により、防災関係機関と連携して、
地域の減災・防災に貢献したいと考えています。
また、こうした大雨時における防災行動を支援するた
めに、発表される防災情報ととるべき行動を５段階に
レベル化した「警戒レベル」が導入されて５年が経過
しました。警戒レベル１と２は心構えと準備の段階で
すが、警戒レベル３以上になると、危険な場所からの
避難が必要な状況を意味することをあらためて確認し
ましょう。
　そして、大雨への備えで大切なことは、平時のうち
にハザードマップなどで避難対策を進めておき、いざ
自治体から警戒レベル３（高齢者等避難）や警戒レベ
ル４（避難指示）が発令された際には、避難行動が必
要か否かを自らが判断することです。多くの場合、自
治体が発令する避難指示等よりも先に防災気象情報が
発表されますので、避難指示等が発令されていなくて

もキキクル（危険度分布）や河川の水位情報等を確認
して危険を察知することも重要です。避難にあたって
は、あらかじめ指定された避難場所へ向かうことにこ
だわらず、状況に応じて、川や崖から少しでも離れる
ことや近くの頑丈な建物の上層階に避難するなど、主
体的な判断でその時点で最善の行動により身の安全を
確保しましょう

◆お問い合わせ先◆
旭川地方気象台
☎０１６６（３２）７１０２
https://www.data.jma.go.jp/
asahikawa/index.html

出水期に備える

▲大雨になりやすい気圧配置
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職
場
で
の
熱
中
症
予
防
対
策
を
進

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
５
月
か
ら
９

月
ま
で
を
期
間
と
し
て
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ

Ｐ
！
熱
中
症
ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
北
海
道
内
で
も
猛
暑
の
影

響
で
職
場
で
の
熱
中
症
が
１
５
３
件

（
休
業
１
日
以
上
）
と
急
増
し
、
過

去
最
多
と
な
り
ま
し
た
。
熱
中
症
の

発
生
は
７
月
・
８
月
に
多
い
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
時
期
に
向
け
早
い
段

階
か
ら
予
防
対
策
に
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

取
組
に
あ
た
っ
て
は
、
熱
中
症
予

防
の
た
め
の
指
標
で
あ
る
「
熱
さ
指

数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
）」
の
活
用
、
設

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症

ク
ー
ル
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

7 月号へ掲載を

希望する方は、

6 月 12 日 （水）

までにお知らせください。

企画商工課広報情報係

掲載を希望される方へ

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

　

北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
司
法
書
士
協
議

会
で
は
、
５
月
か
ら
10
月
ま
で
「
司

法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
６
月
は
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
不
動
産
登
記
・
相

続
登
記
・
会
社
の
登
記
、
成
年
後
見

な
ど
の
法
律
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
面
談
相
談

《
日
時
》
令
和
６
年
６
月
29
日
（
土
）

10
時
～
14
時　

※
予
約
不
要

《
場
所
》
て
し
お
温
泉
夕
映　

１
階

多
目
的
ホ
ー
ル

■
電
話
相
談

《
日
時
》
令
和
６
年
６
月
11
日
（
火
）

16
時
～
19
時

☎
０
１
２
０
（
８
８
８
）
４
４
７

※
予
約
不
要
。
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に

な
り
ま
し
た
の
で
通
話
料
の
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
◆

旭
川
司
法
書
士
会

☎
０
１
６
６
（
５
１
）
９
０
５
８

※
司
法
書
士
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る
司

法
書
士
の
業
務
範
囲
に
属
す
る
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

備
対
策
、
衛
生
教
育
な
ど
を
実
施
願

い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
熱
中
症
に
関

す
る
資
料
や
講
習
動
画
等
を
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
熱
中
症

に
関
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

まち・ひと・しごとまち・ひと・しごと
創生寄附結果創生寄附結果

　町と縁のある方や関心を持っていただいた方を中心に、多くの　町と縁のある方や関心を持っていただいた方を中心に、多くの
方から心温まる寄附をいただきました。方から心温まる寄附をいただきました。
　皆様から寄せられたご支援に対しまして、心からお礼申し上げ　皆様から寄せられたご支援に対しまして、心からお礼申し上げ
るとともに、いただいたご寄附は今後の町づくりのために大切にるとともに、いただいたご寄附は今後の町づくりのために大切に
使わせていただきます。使わせていただきます。

保健・福祉 産業振興 文化・教育
831 件 698 件 1,220 件

17,782,300 14,143,000 24,856,000
観光イベント 環境保全 その他振興

245 件 480 件 2,952 件
4,934,000 10,094,400 57,498,200

【目的別寄附件数および金額】

◆お問い合わせ先◆企画商工課ふるさと創造係　☎内線 243

ふるさと応援寄附結果ふるさと応援寄附結果
令和5年度令和 5年度

　町の地域再生計画事業にご賛同いただく　町の地域再生計画事業にご賛同いただく
とともに、あたたかなご支援を賜りましたとともに、あたたかなご支援を賜りました
こと感謝申し上げます。いただきました寄こと感謝申し上げます。いただきました寄
附は、地域再生計画事業へ活用させていた附は、地域再生計画事業へ活用させていた
だきます。だきます。

《若者が希望をもてる未来を創る事業へ》《若者が希望をもてる未来を創る事業へ》
・株式会社渡辺設備工業・株式会社渡辺設備工業
・北晃マリン株式会社・北晃マリン株式会社
・株式会社 Souplesse・株式会社 Souplesse
・・セイコーシステムエンジニアリング株式会社セイコーシステムエンジニアリング株式会社
・ホクレン農業協同組合連合会・ホクレン農業協同組合連合会

※掲載に同意いただいた企業のみ掲載しております。※掲載に同意いただいた企業のみ掲載しております。

【企業名】

寄附件数寄附件数77件件
寄附総額寄附総額550550万円万円

寄附件数寄附件数 6,4266,426件件
寄附総額寄附総額11億億22,,930930万万7,9007,900円円

※前年度比　+3,827 万 8,200 円　+1,890 件※前年度比　+3,827 万 8,200 円　+1,890 件

Google Play▶
（AndroidOS の方）

（iOS の方）
◀ App Store

@InfoCanal
ダウンロードはこちらから！
（アットインフォカナル）

防災情報配信システム


